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① ② ③ ① ② ③ 計
軍人 兵卒（諸卒） 1,256 231 551 117 36 55 208 
計 1,363 253 586 121 38 55 214 
軍属 判任官及び判任官待遇 2 ゜1 ゜゜゜ ゜雇員 7 3 1 ゜゜゜ ゜傭員及び傭役 856 798 86 287 407 24 718 
計 865 801 88 287 407 24 718 






① ② ③ 計
軍人 兵卒 149 60 59 268 
計 151 60 60 271 
軍属 判任官及び判任官待遇 2 1 ゜3 雇員 ゜゜ ゜゜傭人 102 109 ゜211 軍役志願者 34 ゜5 39 計 138 110 5 253 
常人 20 16 ゜36 総計 309 185 65 559 
①：検察処分人員仮定罪名身分別 ②：軍中軍法会議処断人員罪名罪数身分別
③：師管軍法会議処断人員罪名身分別


























飼子 520 650 
仲仕 520 650 
大工 680 850 
訟大工 800 1,000 
鍛工 720 900 
石エ 880 1,100 
鳶人足 520 650 
土方人足 400 500 
坑工 680 850 
井戸職 760 950 
桶職 640 800 
井戸職手伝 520 650 
車輌職工 680 850 
家根職 680 850 
柚工 480 600 
木挽職 760 950 
人夫 320 400 
鉄道職工 木工 800 1,280 
鋳工 900 1,440 
鍛工 900 1,440 
保線組長 600 960 
保線工夫 500 800 
建築工夫 600 960 
組立工夫 1,100 1,760 
製鍾工 1,000 1,600 
電気工 900 1,440 
注：単位は厘と推測される。本文中には記載なし
































① ② ③ ④ ⑤ 
大工 850 850 800 588 
訟大工 820 820 702 503-720 610 
鍛工 613 795 378-720 523 
石エ 1,188 846 680 
茸人足 550 774 
土方人足 550 544 
桶職 700 509 -555 465 
車輌職工 630-650 640 390 373-570 485 
家根職 900 950 702 565 
木挽職 800 




























































































































































































よれば学生募集は 1904年3月で4月開校予定，設立認可は 1902年 10月に受けたとのことだっ



































































の中で最も多い 1901年の45,803人から 1904年には 32,100人まで減少し，車体数も 1900年の



















① ② ① ② ① ② 
3 ， 42 88 2.11 2.25 
6 7 58 80 6.39 6.39 
゜ 1 ゜ 18 0.00 0.00 ， 17 100 186 8.50 8.64 
路線数 停留所数 線路単軌
増加数 増加数 増加数
東京市街鉄道 6 46 0.14 
東京電車鉄道 1 22 0.00 
東京電気鉄道 1 18 0.00 

























































(1) その人数は陸軍省編『日消戦争統計集 下巻U(海路瞥院 2005年） p.334頁では 152,365人，『日浦
戦争統計集 上巻l』pp.41-114.では48.185人とされている。
(2) たとえばEl清戦争に従軍した軍夫の日記を復刻した河田宏「日消戦争は義戦にあらず一秩父困民党か
ら軍夫へ.I(彩流社， 2016年）のまえがきでは「その後の戦争に軍夫は存在しない」 (p.5) と記されてい
る。
(3) 陸軍省編『日露戦争統計集 第八巻』（東洋瑚林， 1995年） pp.344-345, 1905年8月から 9月。これ以
外に清国・朝鮮では計238,864人の人夫が使役されているが，合計人数か延べ人数かは不明（『日露戦争
統計集 第五巻』（束洋書林， 1995年）第六編兵姑pp.58-61)。





(6) 同前 pp.24-28, 陸軍省編『明治三十七八年戦役 陸軍政史第五巻』（以下『陸軍政史』）（湘南堂書店，
1983年） pp.126-135。













(13) 「軍役夫募集契約等の件」 JACAR(アジア歴史資料センター） Ref.C03020020900, 明治37年「満密大
日記明治37年2月」（防衛省防衛研究所）。
(14) 「軍役職工募集準備の件」 JACAR: C03020011600. 明治37年「満密大日記明治37年1月」（防衛省
防衛研究所）。なお文書中に別紙表とされている「箪役夫徴集準備表」「軍役夫雇用受負契約書按」は掲
載されていないがこの部分は『陸軍政史第一巻』 pp.153-161.で見ることができる。
(15) 「戦時軍役夫傭役規則設定の件」 JACAR : C03025497500, 明治37年「満大日記 3月坤甲」（防衛省防
衛研究所）。













が判明している 41人中 20歳未満が7人， 41歳以上が1人いたという。










(32) 「衆議院議事速記録 第九回」（印刷局， 1912年） p.164。
(33) 「軍役夫（職工は何々）請負命令者並に心得書請書様式」
(34) 『衆議院議事速記録 第九回』 p.167。一方，第六師団は他師団に比べ非常に安くなっている（内地22
銭5厘．外地42銭5厘）。







(39) 2012 年に延廣寿ーがまとめた「日露戦争従軍日記一覧」には 120 冊が掲載されている（横山篤夫• 西
川寿勝編『兵士たちがみたH露戦争 従軍日記の新資料が語る坂の上の雲』pp.36-40.)。なおここに載っ
ていないH記も数多い。






















(56) 『戦地職業案内』（星岡書院. 1904年） p.81。
(57) 「軍夫募集願の件」 JACAR : C04014032500, 明治38年「登大日記」（防衛省防衛研究所）。
(58) 「軍夫募集願の件」 JACAR:C04014032400, 明治38年「蛮大日記」（防衛省防衛研究所）。
(59) 「軍夫募集に関する上願の件」 JACAR : C03025422000, 明治37年「満大日記 1月乾」（防衛省防衛研
究所）。
(60) 「軍夫請負に関する再願」 JACAR: C03025918200, 明治37年「満大日記9月自 1日至 15日」（防衛
省防衛研究所）。
(61) 同前。
(62) 「軍用人夫請負願の件」 JACAR : C03025438900, 明治37年「満大日記 2月乾」（防衛省防衛研究所）。
(63) 「軍役夫採用方転出の件」 JACAR : C03025879200, 明治37年「満大日記9月自 1日至 15日」（防衛
省防衛研究所）。
(64) 「エ夫使用願の件」 JACAR : C03026129900, 明治38年「満大日記 l月下」（防衛省防衛研究所）。
(65) 「軍夫請負願の件」 JACAR:C03025421900, 明治37年「満大日記 1月乾」（防衛省防衛研究所）。
(66) 「軍役夫募集に関する件」 JACAR: C03025487500, 明治37年「満大日記 3月乾」（防衛省防衛研究所）。





(70) 「軍夫募集願東京森岡真外」 JACAR: C06040094700, 「明治378年戦役に関する満受書類補遺陸軍
省4冊の内弐」（防衛省防衛研究所）。
(71) 同前。
(72) 横山源之助『海外活動之日本人』（松華堂， 1906年） p.94。
(73) 「軍役夫募集受負願書提出有無の件」 JACAR : C03025442600, 明治37年「満大日記 2月乾」（防衛省
防衛研究所）。
(74) 玄洋社社員については石瀧豊美『玄洋社発掘：もうひとつの自由民権 増補版』 pp.333-368.を参照。
(75) 「軍役夫及諸職工夫に関し願出の件」 JACAR : C03025438700, 明治37年「満大日記 2月乾」（防衛省
防衛研究所）。小野は代議士や香川県知事などを務めたことがあり，野村は筑陽社社長で福岡市議，県議
も務めた人物である。
(76) 「エ夫使用願の件」 JACAR:C03026129700, 明治38年「満大日記 l月下」（防衛省防衛研究所）。
(77) 「軍夫採用願の件」 JACAR: C03025421700, 明治37年「満大日記 l月乾」（防衛省防衛研究所）。
(78) 『官報 第六八九六号』， 1906年6月26日。開校場所が前掲文書中の学校紀要に記されたものと同じ
である。
(79) 「御署名原本• 明治三十二年・勅令第三百五十九号・私立学校令」 JACAR: A03020416400 (国立公文
書館）。
(80) 「官報第一六四五号』， 1908年1月29日。











(87) 「軍夫従軍願の件」 JACAR:C03025879700, 明治 37年「満大H記9月自 1日至 15日」（防衛省防衛
研究所）。
(88) 「従軍願外 18件」 JACAR : C03026255300, 明治 38年「満大日記 2月下」（防衛省防衛研究所），
二十二年輻重輸卒組長菅谷慶次郎と清田治助の連名。ただし日露開戦当時に彼らが何の職に就いていた
かは不明である。
(89) 「37. 7. 24東京市在住者軍夫又は輸卒志願の件」 JACAR:C06040003400, 「明治 37.8年戦役に関
する満受書類補遺陸軍省 4冊の内の 1」（防衛省防衛研究所），東京市京橋区の醤油商猪俣広吉によるもの。









(97) 「軍役夫採用願の件」 JACAR : C03026207200, 明治38年「満大日記 2月上」（防衛省防衛研究所）。
(98) 同前。
(99) 同前。
(100) 「軍夫採用願の件」 JACAR: C03026139900, 明治38年「満大日記 1月下」（防衛省防衛研究所）。
(101) 同前。
(102) 人力車夫，車体数に関しては警視庁編 r笞視庁統計書 明治 37年J(クレス出版， 1997年） p.260を
参照。
(103) 社会問題資料研究会編『所謂日比谷焼打事件の研究j(東洋文化社， 1974年） p.70など。
(104) 横山源之助「戦争と手工業者」『横山源之助全集 第三巻』 pp.441-442。初出は 1904年4月1, 15日
の『実業世界 太平洋』第二巻第七～八号。
(105) 横山源之助「戦争と貧民部落」『横山源之助全集 第三巻』 p.431。初出は 1904年4月1日の「中央
公論』第十九年第三号。
(106) 最近のものでは小川原宏幸「日露戦争と朝鮮」 p.297など。
(107) 大濱徹也『明治の墓標』（秀英出版， 1970年） p.266。
(108) 能川泰治「日露戦時期の都市社会一日比谷焼打事件再考一」『歴史評論No.563』（校倉書房， 1997年
3月） p.36。







Laborers Hired by Military during the Russo-Japanese War: 
With Special Reference to Rules Regulating 
Military Laborers and their Enthusiasm 
FUJIOKA Yuki 
This paper considers the issues related to laborers hired by the Japanese imperial army 
during the Russo-Japanese War (1904-05), analyzing the "Rules on Military Laborers during 
a War" and applications for military laborers. While previous studies have dealt with 
military laborers before the Russo-Japanese War, very few, if any, have focused on the 
issues during the Russo-Japanese War. 
First, the Rules on Military Laborers during a War defines in detail the conditions of 
hiring military laborers, the conditions of subcontracting the hiring of laborers, and their 
wages and piece wages. Many aspects of the rules show considerable improvements from 
the time of Sino-Japanese War (1894-95) when considerable problems of hiring laborers 
were encountered. Yet, in fact, these rules were not observed at the initial stage of the 
Russo-Japanese War when hiring a large number of laborers was urgent. 
Second, it is possible to classify the applications into the categories of "pursuit of profit," 
"patriotism," and "relief of the poor." The first category implies the existence of contractors 
and immigration business that hired laborers for the army. The second category indicates 
the rise of nationalism during the Russo-Japanese War, a phenomenon very similar to the 
case of Sino-Japanese War. The third category suggests the reality of the poor at that time 
and the expectations of the poor for being hired as military laborers to earn income. 
These two lead the author to the following interpretations. First, the considerable 
degree of expectations was present at the beginning of the Russo-Japanese War among 
contractors and workers to be hired by the army. The national government considered 
these expectations important for the relief of the poor. The national government also hoped 
to promote and loosen the resistance for foreign emigrations through sending out military 
laborers abroad. Second, the expectations for hiring of military laborers were originated 
from the Sino-Japanese War. While previous researches focused on the coercive drafting of 
laborers and on the rise of nationalism in Japan, the author's analysis of sources indicates 
that hiring of military laborers also had an aspect of just working away from home. 
Keywords: Russo-Japanese War, military laborer, Sino-Japanese War, Rules on Military 
Laborers during a War, applications for military laborers. 
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